
 名田島村が陶村から分離独立して３００年が経ちました。名田島
地区では今年、このことを記念するとともに、地域の自立の原点を
今一度見つめ直すために様々な記念事業を実施していきます。 

記念事業 

 ７月２０日 名田島誕生300年記念講演会  

  ：     名田島風景100選/絵葉書セット 

  ：     名田島こどもふるさとカルタ復刻 

１１月２４日 第42回名田島ふるさとまつり 

名田島誕生300年 
記念事業 

子や孫に残したい 

 名田島自治会連合会 ・ 名田島地域交流センター 

2013年 



    名田島が陶から分離独立して300年を迎えました。 
      これを記念して講演会を開催します。 
 

 

  ●日時 平成25年7月20日（土） 13時30分～15時30分 

  ●場所 名田島地域交流センター2階 会議室 

 

 

 

 

  演題 『名田島と開作の歴史』  
         ～ 300年前はこんな時代だった ～ 

  講師 樹 下  明 紀 先生 （歴史研究家） 

 

 

 

  演題 『開作技術を今に伝える南蛮樋』 
  講師 青 島 啓 （山口市文化財保護課主査） 
 

 

名田島誕生３００年記念講演会 

講演Ⅰ 

講演Ⅱ 



子や孫に残したい 

名田島風景１００選／絵葉書セット 

 名田島小学校の図書室に、20年前の在校生だった児童たちが制作
した版画が眠っていました。 

 この版画には、名田島の様々なことが描かれていて、「あ」～「ん」の
五十音のカルタになっています。 

 今回これを復刻し、ふるさとまつりでお披露目したいと思います。 

 お楽しみに！ 

名田島こどもふるさとカルタ復刻 

 「昔」と「今」の両面から、子や孫に残したい名
田島の風景を、昨年7月から6月末まで1年間か
けて募集したところ、地域の方々から130点を超
える作品が集まりました。 

 審査で選ばれた写真は、9月1日に名田島自
治会連合会のホームページに掲載します。 

 さらに、その中から厳選された7枚は、絵葉書
セットにして販売予定です。お楽しみに！ 



 名田島こどもふるさとカルタのお披露目をはじめ、「名田島誕生300
年」というテーマ性を持つお祭りにしていきたいと思います。 

第42回名田島ふるさとまつり 

 『名田島村史』の口絵に「享保十三年（一七二八）名田島地区の古地図、
正徳三年（一七一三）頃、名田島村は一村として誕生しているが、この頃開
作もまだ向山三神社の筋までであった。」と記されています。 

 

 

【参考】 名田島村の誕生について 

 

●期日 平成25年11月24日（日） 

●場所 山口南総合センター  

みんなで 

盛り上げよう！ 

昨年のふるさとまつりの様子 

 


